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患
者
さ
ん
と
慶
應
義
塾
大
学
病
院
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

ご 自 由 に
お持ちください

K E I O
U N I V E R S I T Y

H O S P I T A L

C o m m u n i c a t i o n 
M a g a z i n e

免 疫 難 病 患 者さんの人 生を守るお手 伝い
多数の臓器が障害される免疫難病の患者さんの人生を守るため、さまざまな診療科の

専門医、看護師、薬剤師などがチームでサポートします。



　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
は
、
免
疫
異

常
か
ら
全
身
の
臓
器
障
害
を
き
た
す
自

己
免
疫
疾
患
を
診
療
す
る
科
で
す
。
本

来
免
疫
は
自
分
と
自
分
以
外
を
識
別
し

て
自
分
以
外
（
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
）

を
攻
撃
し
排
除
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
自
身
の
臓
器
を
攻
撃
し
て
し

ま
う
の
が
自
己
免
疫
で
す
。
関
節
リ
ウ
マ

チ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
多
発
性

筋
炎
・
皮
膚
筋
炎
、
強
皮
症
、
シ
ェ
ー
グ
レ

ン
症
候
群
な
ど
の
自
己
免
疫
疾
患
を
中

心
と
し
て
、
最
近
で
は
家
族
性
地
中
海
熱

な
ど
自
己
炎
症
と
呼
ば
れ
る
、
も
と
も
と

は
小
児
の
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
い
た
疾
患

の
成
人
発
症
も
拝
見
し
ま
す
。
内
科
に
お

け
る
多
く
の
専
門
分
野
は
肺
や
心
臓
な
ど

臓
器
別
で
す
が
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科

は
臓
器
横
断
的
に
幅
広
く
診
療
す
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
は
も
と
も
と
ラ
テ
ン
語
の「
流

れ
る
」
を
意
味
す
る
r
h
e
u
m
a
が

語
源
で
、
体
中
を
痛
み
が
流
れ
る
病
気

と
し
て
紀
元
前
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
特
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
1
・
0
%
前

後
、つ
ま
り
1
0
0
人
に
1
人
の
有
病
率

で
決
し
て
稀
な
疾
患
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

免 疫 難 病 患 者さんの生 活を取り戻 す
～ 克 服を目指したチーム医 療 ～

リウマチ・膠原病内科 医師

金
か ね こ

子 祐
ゆ う こ

子

患
者
さ
ん
が
全
身
の
痛
み
と
変
形
、
機
能

障
害
で
大
変
苦
し
い
思
い
を
さ
れ
る
の
み

な
ら
ず
、
労
働
や
趣
味
の
機
会
が
失
わ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
有
効
な
治
療
薬
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

副
作
用
が
多
い
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
副

腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
に
頼
ら
ざ
る
を
な
か
っ

た
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
が
、
近
年
病

態
の
中
核
に
あ
る
物
質
を
直
接
的
に
抑
制

す
る
薬
剤
が
開
発
さ
れ
、
目
覚
し
い
進
歩

を
遂
げ
て
き
て
い
ま
す
。
早
期
治
療
で
長

期
予
後
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
こ
と
も

証
明
さ
れ
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん

は
発
病
前
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
関
節
リ
ウ
マ

チ
以
外
の
膠
原
病
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
多
数
の
有
望
な

分
子
標
的
治
療
薬
が
開
発
段
階
に
あ
り
、

将
来
さ
ら
に
進
歩
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
院
の
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内

科
で
は
、
積
極
的
に
分
子
標
的
治
療
薬
を

導
入
し
て
患
者
さ
ん
が
生
活
の
質
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
現
在
で
は
約
2
0
0
0
名
の
関
節

リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
の
約
6
割
が
寛
解
を

達
成
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
は
、
関
節
、
皮
膚
、

肺
、
筋
肉
な
ど
多
彩
な
臓
器
障
害
を
き

た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
の
専

門
科
と
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
診
療
に

あ
た
り
ま
す
。
当
院
で
は
免
疫
異
常
に
伴

う
疾
患
を
統
括
す
る「
免
疫
統
括
医
療
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
皮
膚
科
、
整
形
外

科
、
眼
科
、
消
化
器
内
科
、
呼
吸
器
内
科

と
と
も
に
、
複
数
の
臓
器
障
害
を
有
す
る

患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

て
い
ま
す
。
疼
痛
管
理
が
難
し
い
場
合
に

は
、「
痛
み
セ
ン
タ
ー
」
と
も
連
携
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
疾
患
で
あ
る
リ
ウ

マ
チ
・
膠
原
病
は
、
患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
看
護
師
、
薬
剤

師
と
も
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
患
者
さ
ん
の

人
生
全
体
を
考
え
な
が
ら
診
療
に
臨
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
慶
應
病
院
で
は
、
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
と
い
う
免
疫
異
常
に
よ
る
複

雑
な
難
治
性
全
身
性
疾
患
に
対
し
て
、
多

く
の
診
療
科
や
部
門
が
協
調
し
な
が
ら
最

適
な
医
療
を
提
供
し
、
患
者
さ
ん
が
罹
患

前
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

病棟カンファレンス

キャピラロスコピー

腎生検

関節超音波検査
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炎
症
性
腸
疾
患
の
患
者
さ
ん
の

よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に

皮
膚
だ
け
で
な
く

全
身
の
健
康
を
考
え
た
チ
ー
ム
医
療

　

消
化
器
内
科
で
は
、
消
化
管（
食

道
、
胃
、
小
腸
、
大
腸
）や
、
肝
臓
、

膵
臓
な
ど
、
非
常
に
幅
広
い
消
化
器

臓
器
に
生
じ
る
多
彩
な
疾
患
の
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
免

疫
統
括
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
化

管
に
生
じ
る
免
疫
難
病
で
あ
る
炎

症
性
腸
疾
患（
潰
瘍
性
大
腸
炎
や

ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
）の
診
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
炎
症
性
腸
疾
患
は

免
疫
系
の
異
常
に
よ
り
、
下
痢
や
血

便
、
腹
痛
な
ど
多
彩
な
症
状
を
引
き

起
こ
す
た
め
、
仕
事
や
日
常
生
活
な

ど
に
大
き
く
支
障
を
き
た
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
疾
患
の
活
動

性
を
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
、
異
常
な

免
疫
な
ど
を
抑
え
る
抗
体
製
剤（
生

物
学
的
製
剤
）が
開
発
さ
れ
、
こ
の

疾
患
の
治
療
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま

し
た
。
当
院
の
免
疫
統
括
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
の
治
療
を
患
者
さ
ん

に
安
全
か
つ
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー

ム
医
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
初

回
の
治
療
で
は
専
門
薬
剤
師
が
薬
剤

の
説
明
・
指
導
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の

不
安
の
払
拭
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
投
与
中
は
薬
剤
を
熟
知
し
た
看

護
師
が
注
意
深
く
観
察
す
る
こ
と
で

副
作
用
の
早
期
発
見
を
行
い
、
副
作

用
が
生
じ
た
際
に
は
常
駐
医
師
と
連

携
し
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
炎

や
関
節
炎
な
ど
、
消
化
器
臓
器
以
外

に
合
併
症
が
生
じ
た
患
者
さ
ん
に
対

し
て
は
、
他
科
と
横
断
的
か
つ
密
接

な
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
多
角
的
な

視
点
で
総
合
的
に
患
者
さ
ん
の
生
活

の
質
の
向
上
が
達
成
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
免
疫
難

病
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

世
界
最
高
水
準
の
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
達
が
普
段
何
気
な
く
目
に
し
て
い

る
皮
膚
は
、物
理
的
な
外
力
や
微
生
物
、

紫
外
線
な
ど
の
様
々
な
刺
激
か
ら
内
臓

を
守
る
人
体
最
大
の
臓
器
で
す
。
同
時

に
、
古
く
か
ら「
皮
膚
は
内
蔵
の
鏡
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
皮
膚
に
は

内
臓
疾
患
に
関
連
し
て
様
々
な
症
状
が

現
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
皮
膚
に
は

内
外
か
ら
の
影
響
に
よって
様
々
な
変
化

が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
が
、
私
達
皮
膚
科

は
そ
れ
ら
を
目
で
見
て
診
断
し
、
血
液

検
査
や
組
織
検
査
な
ど
を
通
じ
て
症
状

の
成
り
立
ち
を
探
り
、
そ
れ
ら
の
結
果

を
も
と
に
治
療
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
診
療
を
行
う
性
質
上
、

皮
膚
科
は
昔
か
ら
多
く
の
診
療
科
と
連

携
を
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
治
療
に
当

た
って
参
り
ま
し
た
が
、そ
の
重
要
性
は

近
年
の
医
学
の
進
歩
に
よって
更
に
増
し

て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
乾
癬
と
い
う

病
気
は
、
長
年
ご
く
一部
の
例
外
を
除
い

て
皮
膚
だ
け
に
症
状
が
現
れ
る
疾
患
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、近
年

で
は
約
2
割
の
患
者
さ
ん
で
手
指
や
背

骨
な
ど
の
関
節
に
炎
症
が
起
き
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
他
、
潰
瘍
性
大
腸
炎

や
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
の
炎
症
性
腸
疾
患

と
の
関
連
性
も
示
唆
さ
れ
る
な
ど
、
全

身
に
影
響
が
及
ぶ
免
疫
系
の
疾
患
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
の
免
疫
統
括
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、こ
の
よ
う
な
多
数
の
診
療
科
に
ま

た
が
っ
た
受
診
を
必
要
と
す
る
免
疫
系

の
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
に
と
って
有
用

な
診
療
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
疾
患
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
医
師

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
病
気
を
持
つ

患
者
さ
ん
の
悩
み
を
知
る
看
護
師
、
治

療
薬
の
有
効
性
や
安
全
性
に
精
通
し
た

薬
剤
師
な
ど
が
一つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て

最
適
な
治
療
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
お一人
お
ひ
と
り

の
病
状
や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
治
療

を
行
え
る
よ
う
、
今
後
も
日
々
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

多 職 種 チ ー ム で 免 疫 難 病 の

消化器内科 医師

南
な ん き

木 康
こ う さ く

作

皮膚科 医師

種
た ね せ

瀬 啓
け い じ

士

克 服 を 目 指 す  免 疫 統 括 医 療 セ ン タ ー
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遺 伝 性 乳 癌 卵 巣 癌 症 候 群 セ ン タ ー
（ H B O C セ ン タ ー ）

基礎・臨床が一体となって
新型コロナウイルスに立ち向かう

～患者さんとそのご家族に合った遺伝診療をお届けするために～
産婦人科（婦人科） 医師 小

こばやし

林 佑
ゆうすけ

介

　

遺
伝
性
乳
癌
卵
巣
癌
症
候
群（
H
B
O
C
）
と
は
、

B
R
C
A
1
も
し
く
は
B
R
C
A
2
と
い
う
遺
伝
子
に
生
ま

れ
つ
き
変
化
が
あ
る
こ
と
で
乳
が
ん
、
卵
巣
が
ん
、
前
立
腺
が

ん
、
膵
が
ん
な
ど
に
な
り
や
す
く
な
る
病
態
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
が
ん
が
生
じ
て
き
て
い
な
い
か
を
定
期
的
に
調

べ
る
検
査
や
、
が
ん
が
生
じ
る
前
に
卵
巣
や
乳
房
を
摘
出
す
る

予
防
的
な
手
術
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
遺
伝

子
の
変
化
は
ご
自
身
に
留
ま
ら
ず
ご
家
族
に
も
引
き
継
が
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
ご
家
族
の
フ
ォ
ロ
ー
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
昨

今
の
H
B
O
C
診
療
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
は
著
し

く
、
特
に
2
0
2
0
年
4
月
か
ら
H
B
O
C
診
療
の
い
く
つ
か

の
検
査
や
手
術
な
ど
が
保
険
適
用
と
な
っ
た
こ
と
で
、
H
B
O
C

診
療
は
今
後
よ
り

身
近
な
も
の
に
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
を
も
と
に
、
当

院
で
は
2
0
2
1
年

4
月
に
遺
伝
性
乳

癌
卵
巣
癌
症
候
群

（
H
B
O
C
）
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
産
婦
人
科（
婦

人
科
）、一
般
・
消
化

器
外
科（
乳
腺
班
）、

一
般
・
消
化
器
外
科（
肝
胆
膵
班
）、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科（
生

殖
）、
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
、
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー
の
H
B
O
C
診

療
関
連
各
科
の
専
門
医
が
深
い
専
門
的
な
知
識
の
も
と
で
領
域

横
断
的
に
診
療
に
あ
た
り
、
H
B
O
C
患
者
さ
ん
の
個
々
の
状

況
に
合
わ
せ
た
最
適
な
治
療
を
ご
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

H
B
O
C
の
診
断
に
は
遺
伝
学
的
検
査
を
伴
う
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
検
査
の
前
か
ら
結
果
の
理
解
に
い
た
る
ま
で
を
臨
床
遺

伝
専
門
医
と
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
専
門
的
な
遺
伝

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
遺
伝
学
的
検
査
で

H
B
O
C
と
診
断
さ
れ
た
方
、
H
B
O
C
と
診
断
さ
れ
た
ご
家

族
が
い
る
方
、
病
歴
や
家
族
歴
、
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
な
ど

か
ら
H
B
O
C
が
疑
わ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染症の第一波に見舞われた昨年、医学部と病院は慶應医学の原点を思い出しました。初代医学部

長・病院長の北里柴三郎先生が掲げた「基礎・臨床一体型医学・医療の実現」という理念です。この難局を乗り越えるには、

医学部の教室や、病院の診療科などの部門が壁を取り払い、ひとつになって研究に取り組まなくてはなりません。医療に直

接従事する医師は患者さんに対してベストの医療を尽くし、患者さんに接しない基礎医学者は、すぐに様々な研究に取りか

かりました。北里先生がペストの流行に立ち向かい、ペスト菌を発見した130 年

近く前の出来事と重なります。当時の日本の医学ではドイツ語が沢山使われてお

り、北里先生は、ドンネル（Donner ）つまり「 雷 」と畏れられていたことから、新

型コロナウイルスに立ち向かう様々な研究は「 慶應ドンネルプロジェクト」と総称さ

れるようになりました。免疫関連、ウイルス検出、ウイルスゲノム解析、重症化、疫

学、治験やワクチンに関するものなど、すでに80 報を超える論文報告がなされ、

現在も研究が進んでいます。基礎・臨床がまさに一体となって新型コロナウイル

スに立ち向かっています。

免疫関連プロジェクト

慶應 COVID-19 ドンネルプロジェクト

■ 血清中抗体の検出
■ 中和抗体定量系開発・
　 人工中和抗体作製
■ 抗ウイルスモノクローナル抗体作製

■ 細胞性免疫解析
■ ワクチン接種前後の
　 免疫状態評価

研究責任者：天谷 雅行（ 医学部長 ）　

実務責任者：佐谷 秀行（ 臨床研究推進センター長 ）

広報責任者：松尾 光一（ 総合医科学研究センター長 ）

ウイルス検出プロジェクト

■ 唾液によるPCR 解析
■ ウイルス粒子高感度検出

疫学解析・レジストリ構築プロジェクト

■ 発症動向、感染様式に
　 関与する疫学的解析
■ 大学内感染状況調査
■ 感染とがんとの関連解析
■ 感染と甲状腺機能異常の
　 関連解析

■ 感染と消化器症状の関連解析
■ 感染者の眼科的評価
■ COVID- 19の
　 周産期合併症への影響
■ ドンネルレジストリの構築

ウイルスゲノム解析プロジェクト

■ 配列決定
■ 配列情報と感染経路解析
■ ウイルス変異と重症度解析

重症度指標開発プロジェクト

■ 感染者腸内細菌叢解析
■ ウイルスによる中枢神経障害
■ ホストゲノム解析
■ 血清バイオマーカー同定
■ 重症化・予後予測因子検出
■ 病勢評価方法の有用性解析

■ 内皮細胞障害・
　 血栓形成による重症化解析
■ アビガンの作用機序解析

治療・ツール開発プロジェクト

■ 感染者血漿バンク・血漿治療
■ COVID- 19 治験タスクフォース
■ 飛沫感染防止ボックス型シールド

イラスト：玉川知鮎（ 薬剤部 ）

▲ Webサイトはこちら
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　当院では、他の医療機関で治療中の患者さんを対象に、セカンドオピニオン外来を行っています。

セカンドオピニオン外来は、現在の診断内容や治療方法について当院の専門医が意見や判断を

提供し、患者さんやご家族が理解を深めることで、より良い治療法を選択するための外来です。

　未だ新型コロナウイルス感染症の終息が見えない中、セカンドオピニオンを希望されても遠方か

らの移動やご来院が難しい状況が続いています。当院では、ご来院いただかなくてもパソコンやス

マートフォンを使ってご相談いただける「オンライン・セカンドオピニオン」を開始しました。オンライン

をご利用いただくことにより、移動によるご負担を軽減し、患者さんのご都合の良い場所から専門

医にご相談いただくことが可能です。

　対面での外来も、安心してご来院いただけるよう最大限の感染対策を講じながら、継続して行っています。対象の診療科やご予約方法

などの詳細については、ホームページに掲載しています。ご不明な点はセカンドオピニオン外来事務局までお問い合わせください。

外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol. 13 　2021 年 7 月 30 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: http://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分～12時00分、13時00分～16時00分
※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在、面会は原則禁止と

させていただいております。詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日 / 国民の祝日・休日 /
年末年始（12月30日～1月4日） / 慶應義塾の休日（1月10日）

7月22日（ 木 ）より、正面玄関の場所が変更となりました。

また、防犯対策ならびに感染予防対策徹底のため、正

面玄関の開錠時間は7：45に変更となりました。自動再

来受付機は2 箇所に設置されますので、ご来院の目的に

あわせて、向かわれる先の自動再来受付機をご利用くだ

さい。詳細は右の図をご参照ください。

2022 年 4月下旬に工事が完了し、正面玄関は従来の位

置に戻る予定です。皆様にはご不便をお掛けしますが、

ご理解の程何卒よろしくお願い申し上げます。

Information

セカンドオピニオン外来について　～オンライン相談を開始しました～

病院入口の変更および開錠時間の
変更に関するお知らせ

自動再来受付機のご利用について

〈 お問合せ 〉　セカンドオピニオン外来事務局　TEL： 03 - 3353 - 1139 ( 直通 )

7 : 456 : 45開錠時間が になります。

費用（税込）

相談料 対面

30分まで 22,000円

オンライン

30分まで 33,000円

30分超 45分まで 33,000円
30分超 60分まで 66,000円

45分超 60分まで 44,000円

診断料
対面

オンライン

相談をお受けする担当医が、当院の専門医による診断が必要と判断した場合は、

相談料に加算して診断料をいただきます。
各 5,500円

※相談時間は 30 分を原則としております。相談内容により最長 60 分までとします。

・成年患者本人 ・�成年患者本人の同意を得た一親等以内の家族�
（やむを得ぬ事情により患者本人が来院出来ない場合に限る） ・未成年患者の親権者相談対象者

詳 細 はこちら

にある自動再来受付機採血・採尿など
ご利用の方

1号館ご利用の方 にある自動再来受付機入って右側

入って左側

2号館
（3号館）

1号館

自動再来受付機

自動再来受付機

7月22日からの
病院正面玄関

1号館ご利用の方

総合
案内

採血・採尿など
ご利用の方


